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北i毎道大学構内樹本の200，1年台現18号による
嵐間被害状況および被害*中の腐朽状況
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Decay of trees damaged by Typhoon No. lx in 2004 at Hokkaido University 
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北海道大/?札暁キ γ ンパスで。目的'H 台風118 当による倒木の風倒被~~~状況および尉朽状況を両査したっ本赤

イ年地では4701、(J)倒木被害が士事可、手れ?被害、宇{よ13.3%であコた。また 被害木の与t，2G01えで腐朽調がふれい弓

;;;';.1%にあたるg6本でJ/Jllf1j-jう、'Mnj:i!，された。的弱百?揺の九さい剥ノトほこ，被古キ"泌杓ノドJ本ともに九きくなること
が明らかになった… 31j日で被警が確認されヲ被寄半が高かったのはヤ Tギ~，カラマツw ごあった r また凝朽本

事が品語、〉た払if靖l土，ガラマツで82J5%、ハル二レで'/2.4%であった。
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1.はじめに 被筈率と腐朽木率を以十のように求めたc 北海道

近乍，都市境境の維持緩和や京税の維持から都市 大手樹木台帳は種名のJeif点がイ、|分であったため，樹

緑地の保ノたに関心が注がれている 都市緑地の樹木に 種目Ijの被害率を求める事ができなかった為，属叩lの被

おいては，附圧や舗装によって根系の党法小良，本ス 古キを求めたレ根返りは腕flj状況に関わらず[壌条

トレス，主主分ストレスがI[ じ同然環境下の樹~，に比べ 件による影習が大きいと考えられるしたがって，腐

病虫吉に対する抵抗竹が低 fしていることが多い(制 約率については折れ・裂け被吉本中の腐杓率としたハ

凶 1999) ，病害の つに'I:.IT.木の材質腐朽がある。 よって，腐朽謝査本数とは折れ・裂け被害木において

フインラン iでの研究では，ある街路樹の90%以上で 腐朽調存をわった本数とする。

向わがf確認された例がある (Erkkilaand Kicmc1a 

1986)っ材質腐朽は，樹本の強出:が低下し(高橋 1989) 被吾十(%)ニ(井属または直径階の被吉:本数)

倒壊の危険が高くなると考えられるc 街路樹干公園樹 (各属または匝任階におけるよ任樹木本数1x 100 

での倒木は，人命にl珂わる大きな被害をもたらす叶能 腐朽木本(%)ニ(腐朽が時認された本数)/ (折

ttが高い。 れ・裂けによる被害本数1x 10C 

2004イ|台風間号は川J8 Hに北海道の西海上を北
卜L.十L帆市ではこれまでの記録を更新する瞬間最大 3.結果と考察

風速50.2m/s 最λ風速21.7m/sを記録した(気象庁 3. 1 被害率概要

最大海面気tL 最大風速，最大瞬間風速観測表 北大キャンパスの胸尚直径10cm以|の樹木7/173本

http>ノW¥V¥V.data.j ma.go.j p/ obd/ sta ts/ dataノbos剖ノrep のうち被害を受けたのは470~'で，被害率は6.3%だっ

ort!200412川14090412削)4ω04b2.hn叫ん 1954'[台風15 たコ本台風の札幌での被古平は，道)丁目U庭でB.6%，

0" (洞爺丸介風)以来の大規模な被害を北海道各地に 知事公館で7.6%(北海道、y林業試験場 2004) ，北大

もたらし令追での森林被官向慣は約37，000haに且 付属植物園では23%(A野ら 2(06)であった内また町

んだ(北海道休業試験場 2刷川。札帆市の都心部に 全道の公開樹での被害弔は，確認が得られている13市

位同する北海道大学札幌キャンバスにおし、ても多くの 町村で2.05%である(北海道立林業試験場緑化樹セン

岡本被古がづ"5:']した。今関ら (1955)によるわ狩川源 タ- 2(05)。これらの事より被古本は，札幌市は進

流での調杏報告では， 1952年5月と1954年5月の暴風 内の都市緑地の中で市く，北大キャンパスは札幌市の

での風倒被吉について，腐杓が与えた影響がえきかっ 中では低かったとわかる。札幌市は道内において都市

たことが明らかになっているc しかし宣内の都市緑 化が進んでいる地域であり，踏)上十舗装，地下水{すの

地での腐朽と倒木の関係について報告Lた例は少な 低下などの都市民凶が被害率に影幣を与えたと推察き

い。 れる。今後，都市化による樹木への影響について嗣査

4':調杏では都巾緑地としての機能が期待される北 する必要があるのではないかと考えられる円

海道よ学札幌キャンパスに発生した2004年台風}R-8に

よる屈倒被害状i)~および被害本の腐朽状i)~を明らかに 3. 2 被害形態

することを片的とする。 被害形態の調1'tをねった4481'のうち， 40.4%の

181本が根返りによる被官で， 59.6%の267本が折れ

2.方法 裂けによる被害であったc 件折れ口さを計測「るヱと

北海道太学札幌キャンパスほほ全域で2004年9日 ができた被害木156木について，幹折れ高さの分布と

15日から 9)j 25 nに調査を行ったt 胸而直径lucm以上 腐朽の有既について Fig. に示す〈樹幹のテーパー

の被害本を調脊対象とした。調存JJ!FIは樹樟，般壊部 を直線的と仮定した場合，樹幹の曲げ止、力は，風心高

の胸約の有金正，胸両直伊，被古形態，幹折れ両きとし の樹幹伴の1.5倍の樹幹待の両さで最大となり，この

たう破壊部の腐朽の有無については，材質の変化や変 場合，山げ俄壊は地際から数メートルの高さで生じる

色をは視によって判断Lた。木村被害形態は幹折れ， と予想される(小長 1987)，地際部での被吉が多く 28

幹裂け，枝折れ等の「折れ・裂け」と「恨返り」とに 本が O~lmでの被害であったが，これらの樹本は地

区分Lた。被害前の調存地の樹稀構成は，北海道k学 際部に心材腐朽が存在していた為であると考えられ

樹木台帳 (2削)4) を使用したc るコとくに両齢で大伴のハルニレ (C'IJJlUSdaι!idiana 
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V訂 J(/.ρOJ!1Cω ではf司外なく心材料朽が存イ1し 根フじ と子怨される 板紙幣朽:立下として仙必根や幹のilb.際

付近でンニル附痛のような幹lljれ被再が多く見られ 部の件傷かb侵入L，根株腐t'jが進むと被肖は樹幹部

たにまた。数は少主しゐものの。伐のうf岐部から。〕出裂 にお~ぶ L 巧 tß 1999)つしたがってHi圧土手を原l吋と

政壊がヴ占デ釘や斗→カマドに多〈見られ，浅のう，};Iま する恨系へのス pレスの料はや、除三Iミ作業等による外

角度といった*:~織構造的会誌粍特刊の影響があヮたら 傷の紡11が，!!，:，'.主であると考えられる

のと仔tfミれるc

幹折れおきの依い{同付、はど高不うしていた{間休が多 3町 3 胸高直径君11の被害率と腐朽木率

か》たので相{i号、同竹を起ミ Lていた犯1tが多かった 腕同区内階~IJ の被7;:ヰ-と縦約本来をl'ablcl に不
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す。胸高1育係10cm~ 110cmまでの 10crr ごとと胸高f~Jf

l1ucm以!のllr買うIの'1'で，被害弔が最も尚かったの

は胸高直径80~90cmで22.1%，最も低かったのは，胸

両直任10-20cmで1.6%であった。被古来は，胸両直

径が大きくなるにしたがって大きくなる傾向が認めら

れたご腐朽木率が最も高かったのは胸高1育係100~

l1ücmで85.7%，最も低かったのは胸両直径90~1 刷Jcm

で0%であったが腐朽調存本数が4ノドと少なく，次に

低かったのは胸高直祥日)~60cmの 15.6%であったu 腕

朽本、fも胸高直径が大きくなるにしたがい大きくなっ

ていた。

よって，胸尚直径の大きい被害木では腐朽の入っ

ているものが多く，折れや裂けによる被害が起こりや

すくなった"1能性がある 3 美唄防風林における台風18

5の被害においても，胸高直径が大きくなるほど，被

害率が高くなる傾向がわずかに認められているが町そ

の腐桁木京についての調査は行われていない(北海道

林業式験場 20C針。今後，都巾緑地のki子立木の腐

桁状況について嗣査する必要があると与えられるu

3. 4 属別の被害率と樹種別の腐朽木率

凶別の被害弔を Table2lこ示す c 構内に植栽されて

いる37科61属の樹木のうち31属で被害が確認された。

被宮本が両かったのはヤナギ属(ふ7lix)で39切る，

カラマツ属(L昨日)で26.0%，モミ属(Abi目)で23.0%，

ハリエンジユ属 (Robillia)で15.8%，ヤマナラシ属

(Fotulus)で111.2%だったu 被害が確認された1"で，

被害率が低かった属はイチョウ属 (G問 kffO) とサク

ラ属 (jJrUJlUs)で0.7%，イチイ属 uαxus)で0.2%
であったの植栽本数が多いにもかかわらず被害が確認

されなかった属では，クワ属 (Alorus)モクレン属

(AlagJloua) ，カツラ以 (Cerddψhyllum)があった。

また，ib[内の街路樹として好まれているプラタナスの

属するスズカケノキ属 (Flalanus)での被古は校折れ

の14'のみであった。
堪内の街路樹においても，ハリエンジユ属のニセ

アカシアやヤマナラン同のポプラ類で被害ギが而く，

カツラ属のカツラキイチョウ属のイチョウで被害率が

低かった事が慣山されている(北海道林業試験場緑化

樹センター 2004)。よって，樹種による被害半の違

いがあると考えられる。樹形干根張り，材の強度の違

いなと犠々な要閃が複台的に作用する半によって，被

害率にjfが生じたと予想される p

次に樹桓ごとの腕わ木率を Tablc:1に示す。胸flj

調査本数が8本以卜の樹極に作円したっ

折れ・裂け被吉木中で腐朽調1tを行ったのは2削)

本で，腐朽が認められたものは86本で腐朽木不は

33.1%だった ノド調脊での樹稀日1)腐杓率で最も古かっ

たのはカラマツ (Larixkaemρβui)で87.5%，次に

ハルニレで72.，1%であった}また，ハウチワカエデ

C'lcer jatont"cumiでは腐朽木率が0%であったごよ

って，樹極により腐桁のしやすさ，あるいは腐朽によ

る強肢の侭下に違いがあると考えられる。

道内の街路樹の調査での柄杓木本は，ニセアカシ

アで剖%以卜.ポプラ類とシダレヤナギでは70%以卜

であった(北海道.!L林業試験場緑化樹センタ-

20u')oそれに対L，本調査ではニセアカシアが31.6%，

ポプラ (Fo何J附 siebοldii)が16.7%と侭かった。

北九キャンパスにおいて，ハルニレをギと1るニレ

属については被害半が2.8%と低かったのにおJL，被

古木中に占める腐杓木率が高かった。よって，ハルニ

レは腐朽しにくい樹位ではあるが，腐桁による強度低

下が起こりやすい樹稀である可能件も考えられる。ま

た，被古のあった)'1手木の多くはハルニレであったの
で，今後ハルニレ大径立本の腐朽や強出:低下に関する

調査および対策を検』社する必裂があると考えられるご

ハルニレは本来，平地の適潤~やや湿った肥沃な上地

に生息する樹稀である(佐藤 2002)ため，地下水位

の低卜なと都市環境の影響によって樹勢が哀え胸杓に

よる被害が大きくなった'11も予想されるが，今回の調

1tでは明らかにする事ができなかった為 今後さらに

調査する必要があると考えられるつ

また，カラマツを主とするカラマソ属は被害率が

両く，被古木'1'に占める腕flj木率も両かったレこれら

のことより，カラマツは腐朽l'やすい樹種である可能

竹が高いと考えられるc

Lたがうて，今後柏栽樹極を選ぶ際には腐朽のし

やすさや腐朽による強民低下の違いを考慮する必叫が

ある。また，これらの樹桓への腐杓に対寸る何らかの

対策が必要であると考えられるじ
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Summary 

Wc i江vcstigarcd¥v回生 dccay io trccs 【:lamagcdby Typhoon (}118 on thc Sapporo campus of Hokkaido 

University. The typhoon winds damagtぅdthe branchどおりrtrunks of G. 3()'O of the tretうをも inthe礼rea.W山Jddecay 

was observed in同 (;{3.1(}6)of the 260 damaged trees. There ¥vas a correlation bet¥veen the diameter at 

breast hei只htand the ratio of decay. Amon只the31日eneraexaロlined.S'a!ix and Lαrix had high ratios of wind 

damage. The hight三日 decayratio was 87.5%， for J~aηx ka円ntfe門， follO¥vedby 72.4% for [γ1m弘守davidiallavar 

JゆOJllca

Key ¥vords: Typhoon 0418， wood decay， urban green area， wind damage 




